
1
1

株式会社ゲームカード・ジョイコホールディングス



2020年3月期
決算説明資料

証券コード：６２４９



目 次

1. 2020年3月期決算状況
（1） 連結損益計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（2） 連結貸借対照表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（3） 連結キャッシュ・フロー計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（4） 経営指標の推移・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2. 2021年3月期着地見込み
（1） 新型コロナウイルスの業績への影響・・・・・・・・・・・・・
（2） 具体的な経営施策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（3） 連結損益着地見込み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（4） 着地見込の明細・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（5） 株主配当金について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（6） 株主優待拡充について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＊本資料お取扱い上の注意・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

4/17

8/17

9/17

10/17

11/17

12/17

13/17

14/17

15/17

16/17

17/17



（単位：百万円）
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1. 2020年3月期 決算状況

（1）連結損益計算書

①主な損益一覧

2019年3月期 2020年3月期 前期比(％)

売上高 17,375 16,561 △814 △4.7

売上総利益 7,446 6,936 △510 △6.8

販管費 5,023 4,899 △123 △2.5

営業利益 2,423 2,036 △386 △15.9

経常利益 2,419 2,027 △391 △16.2

親会社株主に帰属する
当期純利益 1,429 1,225 △204 △14.3

売上総利益の減少が各段階損益の減少に大きくインパクトを与える結果となりました。
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②売上高の明細
（単位：百万円）

＜ユニット販売台数及び加盟店舗数の推移＞

2019年3月期 2020年3月期 前期比(％)

売上高 計 17,375 16,561 △814 △4.7

機器売上高 6,949 6,585 △363 △5.2

カード収入高 2,962 2,738 △224 △7.6

システム使用料収入 6,950 6,374 △575 △8.3

その他の収入 513 862 348 67.8

2019年3月期 2020年3月期 前期比(％)

販売台数(台) 61,673 49,785 △11,888 △19.3

2019年3月期 2020年3月期 前期比(％)

店舗数(店) 3,401 3,179 △222 △6.5

店舗数の減少の影響がシステム使用料収入の売上高減少インパクトを大きくしております。

当期、パチンコホールの周辺機器に対する投資は、受動喫煙防止対策に比重した影響で減少しております。

規則等の改正に対応した遊技機入れ替えがパチンコホールの経営を圧迫し、特に下期に閉店される店舗が増加しております。
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③売上総利益の明細

＜ユニット設置台数＞

（単位：百万円）

2019年3月期 2020年3月期 前期比(％)

売上総利益 計 7,446 6,936 △510 △6.8

機器売上高 736 968 232 31.5

カード収入高 1,888 1,651 △237 △12.6

システム使用料収入 4,647 4,065 △582 △12.5

その他の収入 172 250 77 44.8

2019年3月期 2020年3月期 前期比(％)

設置台数(台) 1,474,399 1,419,247 △55,152 △3.7

前年の設置台数前期比△3.8％と同程度の減少となっております。

店舗減少に係るシステム使用料収入の減少が売上利益率の減少にも繋がっております。
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④販管費の明細
（単位：百万円）

＜研究開発費＞ （単位：百万円）

2019年3月期 2020年3月期 前期比(％)

販管費 計 5,023 4,899 △123 △2.5

人件費 1,577 1,660 83 5.3

研究開発費 1,206 1,157 △48 △4.0

その他 2,239 2,080 △159 △7.1

2019年3月期 2020年3月期 前期比(％)

研究開発費 計 1,206 1,159 △46 △3.9

直接費 853 808 △45 △5.3

間接費 352 351 △1 △0.3

その他のうち、△86百万円は前年発生の社内基幹システムの改修費、△35百万円は減価償却費減少

研究開発費のうち、JOYCO社における管理遊技機開発費が減少している傾向。
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（2）連結貸借対照表 （単位：百万円）

＜自己資本比率＞

2019年3月期 2020年3月期 前期比(％)

資産の部 合計 50,197 48,511 △1,686 △3.4

流動資産 46,428 38,439 △7,989 △17.2

固定資産 3,769 10,071 6,302 167.2

負債の部 合計 9,744 7,898 △1,846 △18.9

流動負債 6,425 4,929 △1,496 △23.3

固定負債 3,319 2,968 △350 △10.6

純資産の部 合計 40,453 40,612 159 0.4

株主資本 40,402 40,676 274 0.7

その他有価証券評価差額金 51 △63 △114 △223.3

2019年3月期 2020年3月期 前期比

自己資本比率(％) 80.6 83.7 103.9

流動資産の減少は主に供託中であった国債の満期償還で△5,003百万円、供託金△4,697百万円等、
固定資産の増加は主に私募債の購入+6,000百万円等でございました。

当社は他社からの借入がないことから、株主資本の比重が高く、80％を越える数値で推移しております。



2019年3月期 2020年3月期 前期比(％)

期首 現金及び現金同等物の残高 14,105 15,163 1,057 7.5

期中

営業活動によるCF 1,952 789 △1,163 △59.6

投資活動によるCF △ 240 3,346 3,587 ー

財務活動によるCF △ 654 △1,049 △395 △60.5

増減額(△は減少) 1,057 3,085 2,027 191.7

期末 現金及び現金同等物の残高 15,163 18,249 3,085 20.3
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（3）連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

2020年3月期の現金及び現金同等物の残高は前年比で3,085百万円増加しております。
営業活動によるCFでは、税引前当期純利益で2,027百万円増加した一方、法人税等の支払で1,383百万円減少しております。
投資活動によるCFでは、供託金の償還で4,697百万円増加した一方、設備投資で826百万円、
有価証券及び投資有価証券の収入・支出差額で491百万円減少しております。
財務活動によるCFでは、配当金の支払いで493百万円、自己株式の取得で458百万円ございました。
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株主様からの投資に対する責務となる「ＲＯＥ」とスリム経営の結果が反映される
「ＲＯＡ」及び「一人当たりの営業利益」は以下のとおり推移しております。

（4）経営指標の推移

2019年3月期 2020年3月期 前期比(％)

ROE(％) 3.6 3.0 △0.6 △15.5

ROA(％) 4.9 4.1 △0.7 △15.1

一人当たりの
営業利益(百万円)

11.3 9.6 △1.7 △15.5

2020年3月期期首と期末の人員数は1名減少したものの、親会社株主に帰属する当期純利益や、
営業利益の減少インパクトが大きく、各経営指標ともに減少しております。
当社は引き続きスリム化経営を継続しておりますが、利益の悪化幅が大きく吸収することができませんでした。
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1. 2021年3月期 着地見込み

（1）新型コロナウイルスの業績への影響

業績への影響

新型コロナウイルス感染防止のため、本年4月7日及び16日
の緊急事態宣言を受けて各都道府県知事より弊社の主な顧
客先であるパチンコホールに対して、自主的な休業要請が
出されております。この休業要請への対応が長期化したり、
厳格化された場合などは、2021年3月期における財政状態、
経営成績及びキャッシュフローに重要な影響を与える可能
性があります。

対応状況

新型コロナウイルスに対する社内外への感染被害抑止と、
社員及び関係社の皆様の安全確保の観点から、下記の対応
を実施しております。
1.自宅でのリモートワーク
2.時差出勤
その他、アルコール消毒液を社内各フロアに設置、社員へ
のマスク付与、個人による感染予防策の推奨を行っており
ます。
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☆新商品リリース時に向けた既存加盟店維持

・既存加盟店維持のためのリプレイス対応
・消費税増税に伴う切替の提案

☆決済会社の強みを活かした企画開発

・技術力を活かした業界の課題解決への対応
・継続的安定的な商品供給

☆働き方改革の推進

・人材の採用・確保
・労働環境の積極的改善

（2）具体的な経営施策

新ユニットへの切替と既存ユニットの改造対応を提案できる土壌を
維持・拡大する点に主眼を置き、次の3点の施策に取り組んでまいり
ます。

施策が出来次第更新いたします。
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（単位：百万円）

（3）連結損益着地見込み

2020年3月期
2021年3月期
(見込み)

前期比(％)

売上高 16,561 12,000 △4,561 △27.5

売上総利益 6,936 5,535 △1,401 △20.2

販管費 4,899 5,135 235 4.8

営業利益 2,036 400 △1,636 △80.4

経常利益 2,027 400 △1,627 △80.3

親会社株主に帰属する
当期純利益 1,225 0 △1,225 △100
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（4）着地見込の明細
①加盟店舗数及び販売台数

②品目別売上高

③販管費及び一般管理費

（単位：百万円）

（単位：百万円）

2020年3月期 2021年3月期(見込み) 前期比(％)

販売台数(台) 49,785  40,000 △9,785 △19.7
店舗数(店) 3,179 2,808 △371 △11.7

2020年3月期 2021年3月期(見込み) 前期比(％)

売上高 計 16,561 12,000 △4,561 △27.5
機器売上高 6,585 4,327 △2,258 △34.3
カード収入高 2,738 2,252 △486 △17.8
システム使用料収入 6,374 5,051 △1,323 △20.8
その他の収入 862 369 △493 △57.2

2020年3月期 2021年3月期(見込み) 前期比(％)

販管費 計 4,899 5,135 235 4.8
人件費 1,660 1,917 256 15.4
研究開発費 1,157 1,009 △147 △12.8
その他 2,080 2,208 127 △6.1

新型コロナウイルス感染防止のための休業要請への対応予測に関しては一定額織り込まれております。
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① 1株当たりの配当額

（5）株主配当金について

②配当性向

2019年3月期 2020年3月期(予定) 2021年3月期(予定)

計 35円00銭 35円00銭 35円00銭

２Q 17円50銭 17円50銭 17円50銭

４Q 17円50銭 17円50銭 17円50銭

2019年3月期 2020年3月期(予定) 2021年3月期(予定)

当期純利益（百万円） 1,429 1,225 0

1株当たり配当（円） 35 35 35

配当性向（％） 34.9 40.1 ー

新型コロナウイルス感染の影響やカードユニット市場環境の縮小が見込まれる中、2021年3月期も減益の計画とはなりますが、
安定配当の方針の下、前期と同様の1株当たり35円の配当を実施させていただきたいと考えております。

今後中長期的に成長するための新たな事業領域の企画・開発に取り組んでまいる所存でございますので、
引き続き皆様方のご理解とご協力のほどを申し上げます。
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（6）株主優待拡充について

株主様の利便性の向上を図るとともに、当社株式への投資の魅力を高め、より多くの方に当社株式を中長
期的に保有していただきたく、優待内容を拡充しオリジナル株主優待サイトを開設しました。従来のはがきで
のお申込みでは、カタログギフトに掲載されている各価格帯ごとに約10点からお選びいただけますが、WEB
ではカタログギフトに掲載する商品を含む600点以上の商品からお選びいただけます。ぜひご利用ください。



本資料は弊社をご理解いただくために作成されたもので、弊社への投資勧誘を
目的としておりません。

本資料を作成するにあたっては正確性を期すために慎重に行っておりますが、
完全性を保証するものではありません。本資料中の情報によって生じた障害や損
害につきましては、弊社は一切責任を負いません。

本資料中の業績予想並びに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報
に基づき弊社が判断したものであり、潜在的なリスクや不確実性が含まれており
ます。そのため、事業環境の変化等の様々な要因により、実際の業績は言及又
は記述されている将来見通しとは大きく異なる結果となることがあることをご承知
おきください。

本資料に関する問い合わせ先：gjhd-ir@gamecard-joyco.co.jp

本資料お取扱い上の注意
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